
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
■４歳 

【審査：鎌田・奥村・浅野・堀井 】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 無理なく子どもが楽しん 

で描いている姿が浮かぶ 
作品が多くあった。丁寧 
に描き込んでいて、子ど 
もの思いが伝わってくる 
ものも多くあった。教師 
の用意した絵の具が台紙 
の色とあいまって子ども 
の表現意欲をかき立てて 
いたり作品そのものから 
夢や楽しさにあふれた子 
どもの世界を感じるもの 
に導いているものもあっ 
た。教師の力量に負うと 
ころが大きいと感じた。 

２）気になったこと 
・ 指導者の思いが強く出ているが、子どもの思いを生か
していないものもある。紙（台紙）の色、絵の具の色や
濃さが子どもの表現を生かしていない、子どもは楽しん
で描き込んでいるのに、線が見にくくなっているものも
あった。 

３）これから望むこと 
・ 素朴な子どもならではの表現が生まれる題材の選定、 
台紙の色、絵の具の準備をていねいにしていくこと。 

 

■５歳 
【審査：山田智・松村・林・北川・松井】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 園外保育など生活体験や遊びで経験したことが題材に 

なっていて、無理のない設定がうかがえた。 
・ 活動や題材に興味をもち楽しみながら自分の思いを表
現している絵には教師の願いと子どもの夢が重なり、魅
力的な作品となって見るものを感動させるものがあっ
た。 

２）気になったこと 
・ 絵の具の色や濃い薄いがあって、せっかくの表現が消 

されているものもあり、残念な作品もあった。 
・ 貼り絵・タンポ・切り抜きなど、3工程ほど重ねてあ
るものがあり、“作品作り”に走っているようなものも
あった。また、反対にパスで自由に描くだけという指導
のうかがえないものもあり残念であった。 

３）これから望むこと 
・ 子どもが自分の表現を楽しんでいるもの、教師の無理
のない魅力的な題材や用具材料、そして色などが融合し
た作品であって欲しい。 

 
 
■小学校１年生 
【審査：松山・辻川・塚本・森・辰巳】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 子どもたちが作品づくりに一生懸命取り組んでいるこ 
とが伝わってきた。 

・ 従来の技法を発展させた作品が見られた。 
２）気になったこと 
・ 色々な素材をはる作品が多く見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 絵の中心となるところ、子どもがこだわった部分がど 

こなのか分かりにくい作品が見られた。 
・中心でない部分へのぬり込みや描き込みが多すぎるもの 

がある。 
３）これから望むこと 
・ パス等でぬり込むことも大切だが、しっかりと見て線 

で描く、線描を大切にしてほしい。 
・ その学習の目的、指導の狙いを指導者がはっきりと持
っておくこと。（技法を体験させたいのか、自分の思い
を描かせたいのか等） 

・ 子ども自身の生活や経験との関わりを感じる作品を望
む。 

 
 

■小学校２年生  

【審査：瀬辺 中川】 
１） 作品を見て， 

よかったこと 
・ 色の美しい作品が多く見られました。発色の美しさ， 
形の美しさが素晴らしかった作品は，子どもがむりな 
く思いを表すことができており，教師のねらい（描画 
材や技法の取り入れ方）とも合致していました。色合 
いは多くはないが，美しく発色しているなど，２年生 
の発達段階に合う絵の具の使い方がされていました。 

・ 絵の中に「余白の美しさ」を感じる作品には魅力があ 
りました。塗りこむことも大切ですが，何もない余白 
と密度のある描き込まれた部分がどちらもあるような 
空間の使い方を大切にしたいと感じました。 

２）気になったこと 
・ スクラッチやマーブリングといった技法に頼った作品 

が多くありましたが，それらは技法としての個性が強 
く，教師の思いが強く出過ぎていて，子どもの思いが 
わかりにくくなっていました。技法を使う時にはいか 
に「効果的」に扱うかを検討する必要があると感じま 
す。 

・ 生活画やクロッキーにも挑戦されていて良かったので 
すが，線の弱さや，紙のまわりをちぎるなどの方法， 
台紙の色合いが合っていないなど，効果的ではない描 
画の作品も見られました。クレパスは線が弱くなりが 
ちです。濃い鉛筆やはしペンで描くと味のある強い線 
が表せます。 

３）これから望むこと 
子どもの思いを引き出 

すためには，イメージが    
広がるような題材，表し  
たいことを助けるための 
描画材や技法の選択など 
が考えられますが，子ど 
もの思考や発達段階を見 
取り，「子どもの思い」と 
「教師の思い」のバラン 
スが取れるようにするこ 
とが大切です。 

 
 
 

第６４回滋賀県教育美術展の審査会が平成２９年１２月１日（金）滋賀大学教育学部附属小学校において行われました。今
回の教育美術展にはどのような傾向の作品が集まったのか。展覧会の見どころや，作品の見方について，審査会に参加した
先生方にうかがいました。（順不同・敬称略） 

 

■平成２９年度(2017年度) 第６４回滋賀県教育美術展の審査評 

 

特集 平成２９年度(2017 年度) 第６４回滋賀県教育美術展 

今年度も、滋賀県教育美術展に多くの作品が寄せられ、搬入・審査会・搬出・展示と多くの先生方のご協力をい

ただき、過日、栗東歴史民俗博物館での展示を終えました。ここに、その概要をお知らせします。 



 
■小学校３年生  
【審査：北村・川瀬・若山・沢村・田口・中西】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 3 年生はプラスのしごとをするピークです。また、明 
暗や前後の関係を意識し出す学年です。そういう発達 
段階の特性をふまえた作品がたくさんありました。 

２）気になったこと 
・ 中心になるものを描き、まわりが白くなってしまった 

のでタンポで処理をするという表現が多数ありました。 
3 年生ぐらいまでは、画用紙の白が残ってもよいぐらい 
の教師のおおらかさが必要です。 

３）これから望むこと 
・ 3 年生は、絵の具の導入期です。筆・パレット・筆洗 
等の指導をていねいにしてください。 

４）その他、気づいた
こと 

・ 生活画がたくさん
出品されていま
した。生活画は、
日記と同じよう
に「いつ・どこ
で・だれが・何を
した」といったこ
とが画面の中に
入るとよいでし
ょう。 

 

■小学校４年生  

【審査：辰岡・吉田・澤田・田中】 
１）作品を見て，よかったと思われたこと 
・ 人物画は、運動会ややまのこ体験など、実際に体験し

たことを題材にしているものが多かった。 
・ 様々な技法を取り入れて、表現に工夫が見られた。 
・ 絵の具や色鉛筆などの色づかいがきれいだった。 
２）気になったこと 
・ 教師の思いが強く出ている作品があり、子どもが表現 

したいことが表せていないものもあった。 
・ 1 枚の作品に技法をつめこみ過ぎているものがあった。 
３）これから望むこと 
・ 発達段階に合った題材を選んでほしい。 
・ 紙と画材の選択は、子どもの表現を考えて、教師がし 
っかり研究する必要がある。 

４）その他、気づいたこと 
・ 版表現の作品が少なかったように感じた。 
 

■小学校５年生 

【審査：小西・山崎・佐藤・上原】 
１）作品を見て，よかったこと 
・ 表現に工夫が見られる作品が多くあった。 
・ 色づかいなどに気を配り、きれいに色づけされている。 
・ 絵の具やその他の画材できれいな発色で表現できて 
いるものが多くなってきた。 

２）気になったこと 
・ 題材が似ている作品が多い。（靴・銀河鉄道・名前の

デザイン等） 
・ 技法的に紙面づくりの上に白で線描している作品が 
多く見られた。 

・ お話の絵の表現は難しく、漫画チックにならないよう 
な指導が必要である。 

３）これから望むこと 
・ 人物が少なく、もう少し人物を取り入れた表現にも取 
り組んでいきたい。 

・ 遠近に気をつかったり、大小に気を配ったりした取り
組みを望む。 

・ 時数の関係もあるため、作品の大きさや描き込み過ぎ
ないなど指導計画をしっかりもってほしい。 

 

■小学校６年生  
【審査：大西・西嶋・石原・外村・米田】 

１） 作品を見て，よかったこと 
・ どの作品も表現することのねらいをしっかり持って、
取り組んでいることがわかりました。指導する先生方が、
これまでの県の作品展をもとにしっかりと研修し、指導
法も学んでいることに感心しました。 

２）気になったこと 
・ よく研修しておかれることが反面、題材の偏りにつ
ながっていることが気になり、どの学校も同じような
作品になっているように思われました。 

３）これから望むこと 
・ 参考作品として授業や研修で使われている時に、さら 

に一工夫する努力や挑戦があればと思います。 
・  これから若い先生方が指導力の向上を目指されること

と思います。思い切った実験的な試みがなされることも
期待します。 

 
■中学校 

【１年生審査：杉山・山元・地村】 

１）作品を見て、よかったこと 

・ 色彩に関する基礎的な学習が充実していると思いま
す。 

・ ども題材においても生徒が自分の表現にこだわりを持
っていることが感じられました。 

・ 対象物をしっかり観察した上で、豊かに発想して自分
の表し方を追究しているものがあった。 

２）気になったこと 
・ 指導のねらいが明確に伝わらず、この題材によって、
どのような力をつけたいと考えられているのかが分か
りにくいものがありました。（出品種別も含めて） 

・ 題材と教材のミスマッチと思えるものがありました。 
３）これから望むこと 
・ 美術の授業でつけたい力をしっかりと組み立てて、3
年間を見通して各学年の計画をたてて取り組むことが
大切です。 

 

【２年生審査：野村・馬淵・西嶋】 

１）作品を見て、よかったこと 

・ 小学校で体験した技法を自分なりに選択して、使いこ
なし、よりよい作品にしているものがあり良かった。 

・小学校からの連続性と中１とは違う中 2 らしさを感じる
作品があり、その発達段階を確認できるものがあり良か
った。 

・ 以前は“心の悩み”を思わせるような暗い作品が多か
ったが、作品も明るくなったように感じた。 

・ 日本の伝統技法を使った作品（墨や日本画材など）も
多くなり、いろいろな材料を使って指導されている先生
の姿が見られた。 

２）これから望むこと 
・ 中学校では、週１日の美術の授業で、時数も少ないた
め、たくさんの材料や題材を経験することができないた
め、それぞれの学校で地域性や生徒の特性をよく考えた
題材を指導者が選び、授業進めることが必要になる。そ
のことははやりの技法等でどの学校も同じような作品
になることを防ぐことにもつながる。 

・ 中学校で美術の授業を終え、もう、２度と絵を立体を
デザインをしない
生徒もいることか
ら、１時間１時間
を大切にして、真
剣で楽しい授業を
工夫することが大
切であり、指導者
はそのことを意識
しがんばっていた
だきたい。 

 
【３年生審査：藤
田・垣見・向角・柿木】 
１）作品を見て、よかったこと 
・ 子どもの思いが広がる題材が増え、多岐にわたってい 



                    

                                    

 

 

 

 

た。 
・ 中３らしい完成度の高い作品が多くあり、テーマの追 
求がしっかりされていた。 

・ 限られた授業時数の中で、生徒の意欲を高め、集中し
て作品に向き合った作品が多く見られた。 
２）気になったこと 
・ 安易に写真に頼り、めあてがはっきりとしていない
作品が見られた。 

・ 最後まで表現されずに、中途半端で終わっていた作
品が見られた。 

３）これから望むこと 
・ 基礎基本的な技術指導を確実にしておくことで、子ど
もの表現方法が広がり、発想と意欲、作品の完成度が高
まる。 

 
■特別支援  
【審査：藤河・辰巳・森・上原】 
１）作品を見て，よかったと思われたこと 
・ 題材に興味をもって、楽しみながら表現していること
が伝わる作品が多くありました。また、根気よく丁寧に
取り組んだ中学生の作品は、完成度の高い作品に仕上が
っていました。 

 

・ 子どもたちの意欲が高まるような題材や技法を先生方
が投げかけてくださっていることにより、楽しみながら
活動したり、集中して取り組んでいる様子が想像できた。 

・ 児童生徒一人ひとりがもっている形へのこだわりや色
彩感覚の美しい作品が多く、子どもたちの生き生きとし
た姿が感じられるものが多く見られた。 

２）気になったこと 
・ 通常学級の中で一緒の学習活動をしていて、無理があ 
ったり子どもたちの個性が出ていなかったりする作品
が見られ残念だった。 

・ ４つ切り画用紙の作品が多かったが、子どもたちの特 
性に合わせてサイズを小さくしても良いと思う。 

・ 小作品の台紙（色画用紙）上でのレイアウトがやや
アンバランスになってしまい、作品のよさを後退させ
てしまっているケースがありました。また、小作品で
規定の４つ切りサイズの台紙に貼れていないものも見
受けられました。指導者が出品の際に注意して点検す
ることが望まれます。 

３）これから望むことは 

・ 児童生徒の個性がより表れる作品づくりをしていけ
ればと思う。 

 
 

 

 

●郡市別出品作品数 

  大津 彦根 長浜 八幡 草津 守山 栗東 甲賀 野洲 湖南 高島 東近江 米原 蒲生 愛知 犬上 

就学前 358 214 420 312 360 289 256 275 42 201 50 341 52 26 91 70 

小 3180 862 957 806 1118 437 529 833 155 578 377 877 251 268 256 232 

中 298 277 168 0 222 55 0 99 0 146 32 293 37 67 69 69 

 
●郡市別出品作品数 入選・特選作品数 

  大津 彦根 長浜 八幡 草津 守山 栗東 甲賀 野洲 湖南 高島 東近江 米原 蒲生 愛知 犬上 

総数 3836 1353 1545 1118 1700 781 785 1207 197 925 459 1511 340 361 416 371 

入選 484 199 287 112 261 91 72 175 25 123 62 205 57 60 60 44 

特選 34 21 29 6 30 11 4 19 0 13 9 20 12 9 5 3 

 

 

 

 

平成２９年１１月２日、滋賀県地区審査を行いました。地区学校賞として、３校園が滋賀県教育委員会賞を、継続的な
優秀校として、１校が教育美術奨励賞を受賞されました。 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校賞○ 

・大津市立志賀幼稚園 ・近江八幡市立安土小学校 ・草津市立老上中学校 

○指導者奨励賞○ 

・利光奈穂美 先生（彦根市立彦根幼稚園）  ・河合 美果 先生（大津市立志賀幼稚園） 

・大橋 沙織 先生（彦根市立金城小学校）  ・北川 恵美子 先生（米原市立坂田小学校） 

・建林加奈子 先生（湖南市立石部小学校）  ・北川 祐子 先生（彦根市立彦根中学校） 

・奥村 愛恵 先生（彦根市立中央中学校） 

■第６４回滋賀県教育美術展の応募状況について 
 

■第６４回滋賀県教育美術展学校賞 および指導者奨励賞 
 

■第７７回 全国教育美術展学校賞 
 

○滋賀県教育委員会賞○ ・彦根市立彦根幼稚園 ・長浜市立びわ南小学校 ・東近江市立朝桜中学校 
 
○教 育 美 術 奨励賞○ ・草津市立笠縫東小学校 

滋賀県美術教育研究会では毎年、優れた実践をされている学校・園と先生方に、学校賞および指導者奨励賞

を贈っています。今年度は、次の学校・園と先生方が受賞されました。おめでとうございます。今後とも、県

の美術教育推進のために一層ご研鑽いただきますようお願いいたします。 

 


